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説明内容

1. 電子成果品の公開について

– 電子成果品の公開、2次利用

– 電子成果品の品質の重要性

2. 電子納品について

– 電子納品要領・基準の版（バージョン）

– フォルダ構成、ファイル形式

– 業務の共通仕様書、特記仕様書の規定内容

– 各ソフトでの対応

3. 検定について

– 検定の義務化

– 検定の流れ、内容

– 検定申込サイト

– 検定データの事前チェック

– 品質管理評価、優秀者の公表

4. よくあるエラー事例

– エラー事例と対応
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電子成果品の公開について
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電子成果品の利用について
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当該事業以外での
2次利用

当該事業目的での
利用

電子納品地質調査 設計、工事等で活用

共有、公開
データベース

近隣の建設工事、地震防災、
環境保全等で活用

電子納品された地質・土質調査成果は、当該事業の設計、工事等で活用されるだけで

なく、データベース経由で一般公開され、2次利用される。

調査～電子納品～公開の流れ



地盤情報データベースの例
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横浜市 地盤View

神奈川県 かながわ地質情報MAP国土交通省 Kunijiban

川崎市ガイドマップかわさき（地質図集）

国、県、市町村などの様々な機関で、

地盤情報はデータベース化、公開され、

利活用されている。

http://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/ http://www.kanagawa-boring.jp/

https://wwwm.city.yokohama.lg.jp/yokohama-
sp/MapPage?dtp=3&flgInit=1&vpc=0 http://kawasaki.geocloud.jp/webgis/?p=0&bt=0&mp=38-14&



会社名、担当者名の公表
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会社名、氏名、地質調査
技士登録番号が表示

Kunijibanでは、担当者名が公表される。

『調査の信頼性を担保するための担当者の氏名公表は、調査成果の一部であって個

人情報ではない。』という裁判例に基づく。

⇒電子成果品の品質確保が重要。なかでも、2次利用されるXMLデータが特に重要。

Kunijibanからダウンロードしたボーリング柱状図



電子納品について
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電子納品について

• 電子納品とは、調査・設計・工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品とし
て納品することを言う。

• 従前、紙（図面、写真等含む）で納品していた成果品は、全て電子データ化され、
CD、DVD等の電子媒体で納品。

• 国土交通省では、CALS/ECの一環として、平成13年度より直轄事業における成果
品の電子納品を開始。

• その後、他省庁、自治体でも、国土交通省の電子納品要領に準拠する形で、順
次電子納品を開始。
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受注者 発注者

電子媒体による納品
※将来的には、オンライン
納品に移行

電子納品



電子納品に関する要領・基準・ガイドライン
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国土交通省 自治体

要領・基準・ガイドライン名称

土木設計業務等の電子納品要領（R2.3）

地質・土質調査成果電子納品要領（H28.10）

CAD製図基準（H29.3）

電子納品運用ガイドライン【業務編】（R2.3）

CAD製図基準に関する運用ガイドライン（H29.3）

電子納品運用ガイドライン【地質・土質調査編】（H30.3）

自治体では、国土交通省の要領・基準
・ガイドラインに準拠する形で、電子納
品運用ガイドラインを定めている。

国土交通省で、電子納品に関する要領・
基準・ガイドラインを策定。

※地質・土質調査で用いる主な要領・基準・ガイドラインを抜粋

電子納品運用ガイドライン
＜土木委託業務等編＞

平成29 年4 月
神奈川県県土整備局

電子納品運用ガイドライン
[地質・土質調査編]

平成31 年3 月
横浜市

電子納品に関する要領・基準・ガイドラインは、工種、発注機関別に多数存在。

・業務、工事、CAD、地質・土質調査、測量など

・土木、建築など

・国、自治体（県、市）など



電子納品に関する要領・基準の公開サイト
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国土交通省 電子納品に関する要領・基準
http://www.cals-ed.go.jp/cri_point/



電子納品要領の版（バージョン）
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電子納品要領 ボーリング交換用
データ

BEDnnnn.XML

土質試験結果一覧表データ
STLIST.XML

STBnnnn.XML

電子納品運用ガイドライン

地質調査資料整理要領
(案)[H16.6]

Ver.2.10 Ver.2.10
業務で1ファイル

電子納品運用ガイドライン
(案) 【地質・土質調査編】
[H18.9]

地質・土質調査電子納品要領
（案）[H20.12]

Ver.3.00 Ver.3.00
地点で1ファイル

電子納品運用ガイドライン
(案) 【地質・土質調査編】
[H22.8]

地質・土質調査電子納品要領
[H28.10]

Ver.4.00 Ver.4.00 電子納品運用ガイドライン
【地質・土質調査編】
[H28.12]

電子納品運用ガイドライン
【地質・土質調査編】
[H30.3]

電子納品要領には、複数の版（バージョン）が存在。

国では最新版の要領を適用、自治体では旧版の要領を適用など、発注機関ごとに

適用する要領の版(バージョン)が異なる。

国土交通省 地質・土質調査成果電子納品要領 版（バージョン）



電子成果品のフォルダ構成（業務の電子納品）
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報告文を格納

地質平面図、地
質断面図を格納

ボーリング柱状図、
ボーリングコア写真、
土質試験及び地盤調

査結果等を格納

INDEXD_D.XML (業務管理ファイル)

INDE_Dnn.DTD
（nnはバージョン名を表す。）

REPORT (報告書フォルダ)

DRAWING (図面フォルダ)

PHOTO （写真フォルダ）

SURVEY (測量データフォルダ)

BORING (地質データフォルダ)

ICON (i-Constructionデータフォルダ)

現場写真を格納

CAD製図基準

デジタル写真管理情報基準

測量成果電子納品要領

電子媒体

地質・土質調査成果
電子納品要領

i-Construction関連要領等

土木設計業務等の電子納品要領

各電子納品要領で、フォルダ構成、ファイ

ル形式、命名規則等が定められている。

所定のフォーマットで電子納品を行う。



BORINGフォルダ構成
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ボーリング柱状図

BORING.XML （地質情報管理ファイル）

BRGnnnn.DTD (地質情報管理ファイルのDTD)

DATA （ボーリング交換用データフォルダ）

LOG （電子柱状図フォルダ）

DRA （電子簡略柱状図フォルダ）

PIC （ボーリングコア写真フォルダ）

TEST （土質試験及び地盤調査フォルダ）

OTHRS （その他の地質・土質調査成果フォルダ）

BORING (地質データフォルダ)

BORINGフォルダには、ボーリング

柱状図、ボーリングコア写真、土質

試験及び地盤調査結果、その他の地

質・土質調査成果を格納。



BORINGフォルダの構成
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成果品

地質情報管理ファイル

・ 地質データフォルダ BORING.XML 地質情報管理ファイル〔XML〕

ボーリング交換用データ

・ ボーリング交換用データサブフォルダ BEDNNNN.XML ボーリング交換用データファイル〔XML〕

BRGNNNN.PDF 電子柱状図ファイル〔PDF〕 電子柱状図

・ 電子柱状図サブフォルダ

電子簡略柱状図

・ 電子簡略柱状図サブフォルダ

ボーリングコア写真管理ファイル

・ ボーリングコア写真サブフォルダ COREPIC.XML ボーリングコア写真管理ファイル〔XML〕

ボーリングコア写真

RKKKKLLL.拡張子 連続ボーリングコア写真〔XXX〕 連続ボーリングコア写真

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CNNNNMMM.JPG

ボーリングコア写真〔JPEG〕

格納するファイル種類
〔ファイル形式〕サブフォルダフォルダ

BRG0200.DTD

地質情報管理ファイル〔DTD〕

BED0400.DTD

ボーリング交換用

データファイル〔DTD〕

CPIC0200.DTD

ボーリングコア写真

管理ファイル〔DTD〕

BRGNNNN.P21 電子簡略柱状図

〔SXF(P21またはP2Z)〕

DATA

LOG

PIC

DRA

XML

DTD

XML

DTD

PDF

XML
DTD

JPG

BORING

P21

BORING/DATAフォルダ： ボーリング交換用データ BEDnnnn.XML

BORING/LOGフォルダ： 電子柱状図 BRGnnnn.PDF

BORING/DRAフォルダ： 電子簡略柱状図 BRGnnnn.P21



BORINGフォルダの構成
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土質試験及び地盤調査管理ファイル

・ 土質試験及び地盤調査サブフォルダ GRNDTST.XML 土質試験及び地盤調査管理ファイル〔XML〕

土質試験結果一覧表データ

STBnnnn.XML 土質試験結果一覧表データ.〔XML〕

電子土質試験結果一覧表

STBnnnn.PDF 電子土質試験結果一覧表〔PDF〕

データシート交換用データ

TSNNNMMM.XML データシート交換用データ〔XML〕

電子データシート

TSNNNMMM.PDF 電子データシート〔PDF〕

データシート交換用データ

試料及び試験ごとの （グラフ・スケッチ情報）

サブフォルダ

SNNNMMMK.JPG デジタル試料供試体写真〔JPEG〕 デジタル試料供試体写真

デジタル試料供試体

写真サブフォルダ

その他管理ファイル

・ OTHRFLS.XML その他の管理ファイル〔XML〕

その他の地質・土質調査成果

GTST0200.DTD 土質試験及び

地盤調査管理ファイル〔DTD〕

OTHR0110.DTD

その他の管理ファイル〔DTD〕

ボーリング及びサイトごとの

サブフォルダ

********.*** その他の地質・

土質調査成果〔XXX〕

その他の地質・土質調査成果
サブフォルダ

AKKKK_04.DTD，BKKKK_04.DTD，

T_IND_04.DTD，T_GRP_04.DTD

データシート交換用データ〔DTD〕

GRNNMM.拡張子，SKLL.拡張子，SSLL.拡張子，

SRLL.拡張子，SJLL.拡張子，SHKKJJ.拡張子

データシート交換用データ

(グラフ・スケッチ情報)〔XXX〕

ST0400.DTD

土質試験結果一覧表データ〔DTD〕

 

TEST

BRGNNNNA

OTHRS

BRGNNNN

XML
DTD

XML
DTD

PDF

XML
DTD

SITNNNN

TESTPIC JPG

画像TSNNNMMM

XML

DTD

PDF

BORING/TESTフォルダ： 土質試験結果一覧表データ STBnnnn.XML

BORING/TESTフォルダ： 電子土質試験結果一覧表 STBnnnn.PDF



ボーリング柱状図、土質試験結果一覧表のファイル形式
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人間が理解できる帳票様式 機械可読データ CAD用データ

PDF形式 XML形式 SXF（P21）形式

・ボーリング柱状図は、PDF、XML、SXF（P21）の3つのファイル形式。

・土質試験結果一覧表は、 PDF、XMLの2つのファイル形式で納品。

検定対象、データベース登録対象となるファイル

ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図

土
質
試
験
結
果
一
覧
表



各社ソフトでの要領の版（バージョン）の切替え
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応用地質 Boring_DB VI
標準設定は、地質・土質調査成果電子納品要領[H28.10] （Ver.4）。
同要領[H20.12]（Ver.3）に対応するためには、設定の切り替えが必要。



各社ソフトでの要領の版（バージョン）の切替え
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基礎地盤 Kiso-Cloud
・地質・土質調査電子納品要領[H28.10] （CALS4形式）は、柱状-BASE.NETで作成。
・同要領[H20.12]（CALS3形式）は、柱状-BASE/Win、岩盤-BASE/Winで作成。CALS
コンバータ（Ver.6）によりCALS3形式に変換



検定について
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地盤情報の検定について

• 地盤情報の検定とは、検定に関する技術を有する「第三者機関」が、地質・土質
調査で得られる地盤情報の成果の内容を確認する制度。

• 検定に関する技術を有する第三者機関（検定機関）

– 一般財団法人国土地盤情報センター
URL: https://ngic.or.jp

• 検定対象となる地盤情報

– ボーリング柱状図

– 土質試験結果一覧表

• 電子成果品作成の際に適用した電子納品要領

– 地質・土質調査成果電子納品要領 平成28年10月 国土交通省

– 地質・土質調査成果電子納品要領（案） 平成20年12月 国土交通省

– 地質・土質調査成果電子納品要領（案） 平成31年3月 農林水産省
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地盤情報の検定の義務化
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１ 適用範囲

本特記仕様書は、神奈川県地質・土質調査業務共通仕様書（以下「共通仕様書」と
いう。）第118 条第5 項に基づき、ボーリング柱状図、土質試験結果一覧表の成果（以
下「地盤情報」という。）を地盤情報データベースに登録する業務について適用する。
２ 検定機関
共通仕様書第118 条第5 項における「別途定める検定に関する技術を有する第三者

機関」は以下のとおりとする。
「一般財団法人国土地盤情報センター」
〒101-0047 東京都千代田区内神田1－5－13 内神田TK ビル3F
TEL：03－3518－7677 FAX：03－3518－8876
URL: https://ngic.or.jp E-mail: info@ngic.or.jp

３ 地盤情報登録・公開

受注者は、地盤情報を一般財団法人国土地盤情報センターの検定を受けた上で、
国土地盤情報データベースに登録しなければならない。

なお、登録された地盤情報については、公開・利用を不可としたものを除き、国土地
盤情報データベースにおいて一般公開するものとする。

地盤情報の収集及び利活用に関する特記仕様書 抜粋

各発注機関は、共通仕様書、特記仕様書で、地盤情報の検定、地盤情報データ

ベースへの登録、公開を義務化。



地盤情報の検定を義務化している発注機関
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検定機関：国土地盤情報センターと協定締結している発注機関（抜粋）



地盤情報の検定の流れ
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・地盤情報の検定： 受注者は、電子納品前に検定を受検。検定済みデータ、検

定証明書を電子納品。

・地盤情報データベースへの登録、公開： 国土地盤情報センターで検定済み

データを地盤情報データベースに登録。



地盤情報の検定内容
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成果品 主な検定内容

ボーリング柱状図：
・ボーリング交換用データ
・電子柱状図

①ボーリング数量の確認
②該当資格者名及び登録番号の確認
③標題情報（調査名、発注機関など）の確認
④緯度経度、座標系の確認
⑤岩種・土質区分、記事、試験結果などの確認

土質試験結果一覧表：
・土質試験結果一覧表データ
・電子土質試験結果一覧表

①土質試験結果の試験数量の確認
②標題情報（調査名、発注機関など）の確認
③土質試験結果の確認

〇検定対象となるデータは、XML、PDF形式。

・ボーリング交換用データ（XML）、電子柱状図（PDF）

・土質試験結果一覧表データ（XML）、電子土質試験結果一覧表（PDF）

〇検定は、数量の確認、標題情報の確認、位置情報の確認、結果の確認など。



検定申込サイト：国土地盤情報センターHP
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国土地盤情報センター https://ngic.or.jp/



検定申込～検定完了
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検定申込手順 https://ngic.or.jp/exami_flow/

検定を受検する前に必ず
事前チェックを実施

〇検定データの事前チェック

１）掘削位置の緯度・経度をチェック

「掘削位置の地図チェック」ページを用いて、ボーリング交換用データ（XML）

に記載されている掘削位置の緯度と経度が正しいかどうか目視でチェック

２）再現性のチェック

「ボーリング柱状図ビューア」を用いて、「ボーリング柱状図」と「土質試験結

果一覧表」が正しく表示されることを確認



検定データの事前チェック
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①ボーリング交換用デー
タを選択、読込み

②電子地図上にプロット
されるボーリング位置を
目視確認

電子地図上のボーリング位置と、位

置図、平面図等を比較して、ずれが

ないことを確認。



検定データの事前チェック
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再現性のチェック ボーリング交換用データ（XML）、土質試験結果一覧表データ（XML）
をビューアで読込み、表示内容を目視で確認

①標題情報、柱状図、試験結果に漏れ、
誤り等がないかを目視で確認

②「エラーログウィンドウ」に「エ
ラーメッセージ」がないことを確認

エラー等がないこと、ビューア表示

（XML）とPDFファイルに相違がな

いことを確認



地盤情報の品質管理評価
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現状、受付段階、検定段階でミスが

あり、訂正依頼を行う頻度が高い。

訂正、修補依頼回数でランク付けを

実施。



地盤情報の品質管理評価
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受付段階、検定段階でノーミスの受注者

を優秀者として、HPで公表。



よくあるエラー事例
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電子成果品に含まれるエラー
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地盤情報の電子成果品に含まれるエラーは、電子納品以前から存在するエラーと、

電子納品以降に発生したエラーとに大別される。
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エラー事例：フォルダ構成、ファイル名の不整合

エクスプローラで表示して、フォ

ルダ名、ファイル名をチェック

BED0001.XML

DATA

LOG

DRA

BORING

BED0002.XML

・
・
・

BRG0001.PDF

BED0002.PDF

・
・
・

・規定のフォルダに格納されていない

・ファイル名が日本語

・ボーリング交換用の名称がBEDでは

なくBRG

・ボーリング交換用データ（XML）はBED、
電子柱状図（PDF）はBRG。
・それぞれDATA、LOGフォルダに格納
・ボーリング交換用データ（XML）と電子柱
状図（PDF）は1対1で対応。同一のボーリン
グデータは、4桁の連番を一致させる。

データシート交換用データ

電子柱状図

電子簡略柱状図
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エラー事例：バージョン不統一（ボーリング交換用データ、土質試験結果一覧表データ）

電子納品要領 ボーリング交換用
データ

土質試験結果一覧表
データ

地質調査資料整理要領
(案)[H16.6]

Ver.2.10 Ver.2.10

地質・土質調査電子納品
要領（案）[H20.12]

Ver.3.00 Ver.3.00

地質・土質調査電子納品
要領[H28.10]

Ver.4.00 Ver.4.00

・ボーリング交換用データ、

土質試験結果一覧表データの

バージョンが一致しない

ボーリング交換用データ 土質試験結果一覧表データ

・各ソフトで、適切な要領の版を選択、設定する。

・XMLは、ブラウザ（IE、Chromeなど）にドラッグド

ロップすれば簡単に開ける。バージョン番号が仕様書に

従っているか確認する。

バージョン番号



地盤情報 エラー事例
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ビューアでは、土質試験結
果一覧表データの経緯度、
標高等は表示されない

・電子納品チェックシステムでチェック

国土交通省の電子納品チェックシステムでは、ボーリング交換用デー

タと土質試験結果一覧表データの標題情報の整合性をチェック

エラー事例：標題情報不一致（ボーリング交換用データ、土質試験結果一覧表データ）

BED0001.XML

DATA

BED0002.XML

・
・
・

STB0001.XML

TEST

STB0002.XML

同一ボーリング孔のデー
タは、4桁の連番が一致

・
・
・

・同一孔のボーリング交換用データと土質試験結果一覧

表データの標題情報（位置、標高等）が一致しない

・同一孔のデータの連番が一致しない

ボーリング孔の経緯度、
標高等の確認が可能

ボーリング交換用データ 土質試験結果一覧表データ
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エラー事例：孔口標高 T.P.以外の標高基準の使用 孔口標高を、T.P.以外の標高基準で

記載するエラー。

孔口標高は、必ずT.P.で記載。

T.P.以外の標高基準を用いる場合は、

「ローカル座標」を用いて併記。

孔口標高の標高基準は、T.P.固定、
必須記入

T.P.の標高基準を併記する場合
は、ローカル座標を用いる。
例）座標定義：A.P.

座標値：0.23
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エラー事例：測地系の誤り

測地系に誤りがある場合、約400mずれてプロット

コード 測地系

00 日本測地系（旧測地系）

01 世界測地系（JGD2000）

02 世界測地系（JGD2011）

・ボーリング交換用データ（XML）で、測地系を「00:

日本測地系」としているが、経緯度は世界測地系で記入。

選択した測地系に従い経緯度を記入する必要あり。

選択した測地系に合わ
せた経緯度を記入

柱状図ソフトで適切な測地系を選択

・近年の調査では、00:日本測地系

を選択するケースはほとんどないと

思われる。01又は02を選択。

測地系はコード表から
選択して記入
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